
【４】

「
漁
民
宰
相
」の
誕
生

　
鈴
木
善
幸
氏
は
、
昭
和
　
年
４
月

２２

の
総
選
挙
で
旧
社
会
党
か
ら
出
馬
し

初
当
選
、　

年
１
月
の
衆
院
選
で
は

２４

民
主
自
由
党
か
ら
出
馬
し
当
選
し
ま

し
た
。
自
民
党
結
成
後
は
昭
和
　
年
３５

の
第
３
次
池
田
内
閣
に
郵
政
大
臣
と

し
て
初
入
閣
。　

年
に
は
官
房
長
官

３９

を
務
め
ま
し
た
。　

年
に
佐
藤
内
閣

４０

で
厚
生
大
臣
、　

年
に
は
自
民
党
総

４３

務
会
長
に
就
任
。
以
後
佐
藤
、
田
中
、

大
平
各
政
権
で
通
算
　
期
に
わ
た
っ

１０

て
総
務
会
長
を
務
め
、
党
内
の
調
整

役
と
し
て
手
腕
を
発
揮
し
ま
し
た
。

ま
た
、　

年
に
は
福
田
内
閣
で
農
林

５１

大
臣
と
し
て
、
北
方
領
土
問
題
な
ど

が
絡
ん
だ
日
ソ
２
０
０
海
里
漁
業
交

渉
な
ど
を
手
掛
け
ま
し
た
。

水
産
施
策
創
設
な
ど
に
尽
力

　
衆
議
院
議
員
と
な
っ
た
鈴
木
善
幸

氏
は
、
ま
ず
安
全
に
漁
が
で
き
る
よ

う
漁
港
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
、
漁
港
法
（
現
漁
港
漁
場

法
）
の
制
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

日
本
は
当
時
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
総

司
令
部
）
の
支
配
下
に
あ
り
法
律
制

東
北
地
方
の
発
展
と
漁
業
の
振
興
に
力
を
尽
く
す

昭
和
　
年
７
月
、
衆
議
院
本
会
議
の
席
上
で
開
か
れ
た
首
班
指
名
選
挙
で
過
半
数
を
得
て

５５

総
理
に
選
ば
れ
た
鈴
木
善
幸
氏
（
写
真
中
央
）
＝
写
真
提
供
・
鈴
木
俊
一
事
務
所
＝

トラックを使って行われていた昔の選挙活動の様子。写真左は応援
演説を聞く鈴木善幸氏＝写真提供・鈴木俊一事務所＝

　
政
治
の
世
界
へ
進
ん
だ
鈴
木
善
幸
氏
は
、
水
産
施
策
や
交
通

網
の
整
備
な
ど
に
尽
力
し
、
東
北
地
方
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
ま
す
。
一
方
、
政
党
内
で
も
抜
群
の
調
整
力
を
発
揮
し
、
昭

和
　
年
に
は
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
。
当
時
破
た
ん
寸
前
と
い

５５
わ
れ
た
国
家
財
政
を
立
て
直
す
た
め
行
政
改
革
に
取
り
組
み
、

再
建
へ
と
導
く
路
線
を
敷
き
ま
し
た
。

【５】

昭
和
　
年
４
月
　
衆
議
院
議
員
初
当
選

２２

　
　
　
年
　
月
　
自
治
政
務
次
官

２７

１１

　
　
　
年
６
月
　
地
方
行
政
委
員
会
委
員
長

３３

　
　
　
年
７
月
　
第
１
次
池
田
内
閣
で
郵
政
大
臣

３５

　
　
　
年
７
月
　
第
３
次
池
田
改
造
内
閣
で
内
閣
官
房
長
官

３９

　
　
　
年
６
月
　
第
１
次
佐
藤
改
造
内
閣
（
１
）で
厚
生
大
臣

４０

　
　
　
年
８
月
　
第
１
次
佐
藤
改
造
内
閣
（
２
）で
厚
生
大
臣

４１

　
　
　
年
３
月
　
社
会
保
障
制
度
審
議
委
員

４２

　
　
　
　
４
月
　
宇
宙
開
発
審
議
会
委
員
長

　
年
　
月
　
自
由
民
主
党
総
務
会
長
（
以
後
通
算
　
期
）、
国

４３

１２

１０

土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
委
員

　
　
　
年
５
月
　
鉄
道
建
設
審
議
会
会
長
（
以
後
４
期
）

４４

　
　
　
年
９
月
　
鉄
道
新
線
建
設
促
進
議
員
団
会
長

４６

　
　
　
年
３
月
　
衆
議
院
よ
り
永
年
在
職
議
員
と
し
て
表
彰

４７　
年
７
月
　
小
野
田
元
少
尉
救
出
謝
礼
政
府
特
派
大
使
と
し

４９

て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣

　
　
　
月
　
政
府
特
使
と
し
て
原
子
力
船
「
む
つ
」
問
題
を

１０

解
決

　
　
　
年
　
月
　
福
田
内
閣
で
農
林
大
臣

５１

１２

　
　
　
年
２
月
　
日
ソ
漁
業
交
渉
で
３
回
に
わ
た
り
ソ
連
を
訪
問

５２

　
　
　
年
６
月
　
宏
池
会
代
表

５５

　
　
　
　
７
月
　
第
　
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

７０

　
　
　
年
１
月
　
「
北
方
領
土
の
日
」
（
２
月
７
日
）
閣
議
決
定

５６

　
　
　
　
３
月
　
第
２
次
臨
時
行
政
調
査
会
発
足

　
年
９
月
　
鈴
木
首
相
郷
土
入
り
。
山
田
町
名
誉
町
民
の
称

５７

号
が
授
与
さ
れ
る

　
　
　
　
　
月
　
自
民
党
総
裁
選
不
出
馬
を
表
明

１０

　
　
　
　
　
月
　
鈴
木
内
閣
総
辞
職
。
在
任
期
間
２
年
４
カ
月

１１

　
年
７
月
　
衆
参
同
日
選
挙
で
連
続
　
回
の
当
選
果
た
す
。

６１

１６

宏
池
会
代
表
を
退
任

平
成
２
年
１
月
　
政
界
を
引
退
。
衆
議
院
議
員
在
籍
期
間
　
年
４３

鈴木善幸氏の歩み

定
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
を
説
得
し
議
員
立
法
で
漁
港
法
の

成
立
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
戦
後
の
あ
ら
ゆ
る
水
産
政
策
・

制
度
の
創
設
、
東
北
新
幹
線
や
三
陸

鉄
道
な
ど
の
交
通
網
の
整
備
に
も
か

か
わ
り
、
漁
業
と
東
北
地
方
の
発
展

に
多
大
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

「
和
の
政
治
」掲
げ
首
相
就
任

　
　
年
７
月
、
鈴
木
善
幸
氏
は
大
平

５５
首
相
の
急
死
を
受
け
て
第
　
代
自
民

１０

党
総
裁
に
選
ば
れ
、
第
　
代
内
閣
総

７０

理
大
臣
に
就
任
し
ま
し
た
。
政
治
信

条
に「
和
の
政
治
」を
掲
げ
、
当
時
破

た
ん
寸
前
と
い
わ
れ
た
国
家
財
政
を

建
て
直
す
た
め
「
増
税
な
き
財
政
再

建
」
を
打
ち
出
し
、
臨
時
行
政
調
査

会
の
設
置
、「
ゼ
ロ
・
シ
ー
リ
ン
グ
」の

導
入
、
３
公
社
の
分
割
・
民
営
化
へ

の
路
線
を
敷
く
な
ど
行
政
改
革
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
参
院
選
に

比
例
代
表
選
挙
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
　
年
　
月
、
再
選
確
実
と
思
わ
れ

５７

１０

て
い
た
矢
先
に
鈴
木
総
理
は
辞
意
を

表
明
。
翌
　
月
に
鈴
木
内
閣
が
総
辞

１１

職
し
、
首
相
在
任
期
間
は
約
２
年
４

カ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
２
年
１
月
に
は
政
界
を
引
退
。

衆
議
院
議
員
在
籍
は
　
年
に
及
び
ま

４３

し
た
。
引
退
後
も
県
漁
港
協
会
会
長

と
し
て
平
成
　
年
ま
で
漁
港
検
診
で

１１

沿
岸
各
地
を
訪
れ
、
そ
の
温
和
な
表

情
と
人
柄
で
、
国
民
か
ら
は
秦
善
幸

さ
ん
紳
と
親
し
ま
れ
続
け
ま
し
た
。

　善幸さんが総理大臣に

就任した翌日に娘が生ま

れ、病院でニュースを見

たのを覚えています。娘

には善幸さんのように温

郷土入りした鈴木総理に

花束を手渡した

和な人柄で、さち婦人のように賢く育ってほしいと願

い、「さちこ」と名付けました。２年後の郷土入りのと

きに娘と花束を渡しましたが、その時の印象がよほど

強かったのか、娘はその後しばらく紅白の幕を見て

「善幸さん」と言っていました。また、仙人峠で路面が

凍結して車が登れなかったとき、選挙運動で偶然通り

かかった鈴木俊一事務所のスタッフの方に助けていた

だいたことがあり、何か不思議なご縁を感じています。

首相就任後初の郷土入りを果たし、会場に詰め掛けた８,０００人
の町民に応える鈴木総理。胸に下げられている勲章は、この日
木下禎治町長（当時）から授与された山田町名誉町民のもの

竹 内 惠 
けい

 子 さん
こ

（織笠・５６歳）

●特集　鈴木善幸


